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EU9iGP ＋専用ガス供給BOX

（別途、BOX取付工事費ご相談）

お気軽にお問い合わせください

発電機のために、いつ使うかもわからない燃料を
別に用意するのではなく、家に既に設置されてる
ガスボンベからそのまま燃料が取れる手軽さが
メリットです。

また、LPガス自体が経年劣化しないので、災害時用
の備蓄燃料として再度注目されています。

※多くの電化製品はスイッチを入れたスタートの瞬間に、極端に電気を使います。
使う機器の数が多くなった場合、起動タイミングをずらす等の工夫は必要かも知れません。

記憶に新しいブラックアウト。
不幸中の一番の救いは暖房の要らない季節
だったことだと今でも思っています。

発電能力は９００VA。
給湯器、スト－ブ、最低限の照明は
まかなえる計算です。

ほぼ900ﾜｯﾄと思ってくだ
さい。発電の時はこの
単位を使うようです。

さらには、自動車でもストーブでも、油を燃料と
する物にとって、たま～にしか使わない環境は酷。
その点、ススの出ないガス器具は強いのです。

なので災害用・非常時用にガスはピッタリなんです

給湯器 ストーブ 携帯充電

＋ ＋ ＋α

218,000円（税込）

定価 243,980円（税込）

＋

ちょっとした
照明

よりパワフルな１５００VA
タイプもあります。

278,000円（税込）

定価 362,780円（税込）

「正弦派インバーター」搭載。
家庭用コンセントと同等の、高品質で安定した電気が作れます。

防災向けLPガス発電機

HONDA

EU15iGP

このマシーン、今回のマスク不足と同じく、
震災直後は一気に品薄になりました。

油やカセットガスでの発電機もありますが、
非常時の燃料の調達、平時の燃料の保管、
稼働時間、稼働気温、燃料補給の手間、
本体のメンテナンス等を考えると、
とても優秀な商品だと思います。

ご紹介まで

気温-15～40℃まで大丈夫

こんな時なのに何言ってるの？
と言われそうですが、こんな時だから
あえて違う話題にしてみました。



今月の純ちゃん
皆さん長い自粛生活本当にお疲れ様です。

最愛の姪「ルナ」です。
去年までは女優を目指し
舞台で地方巡りもしてい
ましたが、社会人になり
僕はホッとしております。

初登場、息子の幸大です。
２８歳です。顔は僕に似て
いませんが性格や声、話
し方がそっくりで、息子
の嫁に電話すると義父だ
と信じてくれません。

２月２２日誕生。
約２,９００グラム。
今のところ息子の嫁に
そっくりです。今月は個人的報告が２つあります。

先ずは札幌在住の姪が就職内定をもらいました。
しかしこのご時世、入社式や配属が延期中です。
語学を評価されての採用なので、外国人観光客の
多い場所が濃厚だそうです。

２つめは２人目の孫が産まれました。
名前は雪花（ゆきか） 。

北海道を離れて５年、雪が恋しくなったのでしょ
うか。しかし、神奈川の自宅から新宿への通勤、
ウイルスの感染に怯える日々です。

長男の義幸も幼稚園の
年長。来年は小学生です。
早くランドセルを背
おった姿が見たいです。

義幸は妹ができた事を
すごく喜んで、ミルクも
あげたりオムツも交換
したり、進んでお手伝い
しているそうです。

ずっと仲良しで健康で
いてくれることを願っ
てやみません。

『コロナ禍』

日々刻々と変わる社会情勢の中、１ヶ月先に
通信を手にする方もいることを想像すると、
記事選びにも苦労するこの頃、、

くらいの空気もありましたが、
いやいや、第２、第３の波に
全く油断ができない状況が
続いています。

そんな中、、最近よく見るこの表記。

学校再開の見通しが見えず、「９月に新年度を
スタートする案」も聞こえてきた頃、、、

我が家の小学生と
一緒に新聞を読む時間を
持つようになりました。
毎日の感染者数の記録と、
体温の記録、その日新聞で
気になった記事を１つ２
つ『コロナノート』に
記しています。

小学生の前で
自信を持って

正しい読みは「コロナか」。

災い（わざわい）と同じような意味で
「コロナの悪影響でこんな災い出てます」
ということのようです。
「コロナなべ」と読まずに良かったと思います。

あ と が き

そんな折、純ちゃんがにっこりほっこりネタ
を持ってきてくれました。

険しいニュースばかりが目に入りますが、
良い知らせにホッとします。

と読んでいました。

既に２冊目…

『禍々しい（まがまがしい）』話でした。

５月号はGW中に作っています。

行事もないし…

「通信の純ちゃんって誰？」ってたまに聞かれます。

うちでとても頑張ってくれてる山田純一さんです。

石田純一にそっくりです（名前が）。

４月号を作っていたときは「首都圏は大変
だけど、北海道は峠を越えたかな？」
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